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御堂筋へ新たな顔をつくる
⽔野裕介 ⼤成建設株式会社⼀級建築⼠事務所

⼤阪の⽬抜き通りである御堂筋沿い、⻑い歴史を持つ三津寺の敷地内に寺院・ホテル・店舗からなる⾼層ビルの
複合施設を建てた。江⼾時代末期建⽴の⽊造本堂を曳家してそのまま保存し、ホテルと共存することで持続可能
な寺院経営を⽬指す都市型寺院の新しいプロトタイプの提案である。本堂を内包する 3 層吹抜の境内を本計画の
中⼼に据え、御堂筋からのアクセスを寺とホテルが共有することで、様々な⼈を呼び込み、仏教を⾝近に感じら
れる空間を実現している。
本PJでは、解体された本堂向拝の虹梁は境内正⾯⼊り⼝に転⽤した。正⾯の⾨扉をイメージしたサインには既存
庫裡の釘隠しを装飾として施した。もともと境内に設置されていた観⾳像、地蔵、灯篭は四季を感じる植栽と
合わせて御堂筋側に⾯して設置した。古材や保存物を⽤いることで過去の記憶を継承しながら、御堂筋に対して
建物の新たな顔を作る計画としている。

東京建物三津寺ビルディング

所  在  地 ⼤阪市中央区
施     ⼯ ⼤成建設㈱ 関⻄⽀店
建 築 ⾯ 積  828.99㎡
延 床 ⾯ 積 9,530.50㎡
構 造 規 模 S造⼀部SRC造、
        地下 1 階・地上15階
竣     ⼯ 2023年 9 ⽉
撮     影 アイフォト／伊藤 彰

境内の⼊り⼝には転⽤した虹梁と⾨扉をイメージしたサインで建物の構えを作った



台湾の公会堂　―続続余談ながら―
太田隆信

寄稿

■はじめに
 ⼤阪市中央公会堂の御縁で始まった公会堂⾏脚、「村の公会堂」をま
とめてホッとひと息と⾔いたいところ、いつのまにやら、と⾔うより
は当然の流れと⾔うべきか、⽣まれ故郷台湾の公会堂についてメモを
始めている、まさしく「湾⽣帰家」である。
 台湾で公会堂建設が盛んであった頃、北は南樺太から南は台湾ま
で、当時の⾔葉でいう外地では、それぞれの事情に合わせた公会堂建
設の動きがあったようだ。公会堂から⾒えてくる各地の記憶も⼤切な
記録だ。朧げながらにせよ当時のことを覚えているのは昭和ひと桁代
迄、その最後の 9年（1934）⽣まれも今年で90歳。今のうちにレポー
トしておかねばとの思いを込めて、台湾を書かせて頂こう。
 とはいうものの在台期間は国⺠学校 5 年修了（昭和20年1945）の11
歳迄。記憶に残るのは、朧げな基

きいるん
隆の公会堂（明治45年1912）と、台

北の公会堂（昭和11年1936）の 2 つだけ。
 でも基隆⽣まれの台北育ち「湾⽣（台湾⽣まれの⽇本⼈）」なんだ。

■公会堂を求めて
 まずは、⽇治期60余を数えたと伝えられる台湾の公会堂、可能な限
り拾い出してみようと、北から基隆、台北、桃

とうえん
園（明治42年1909）と

検索したところ、⼤
たいけい

渓公会堂に出合った。ここは資料が豊富であれ
これ調べるうちに、台南（明治42年1909）、彰

しょうか
化（昭和 8 年1933）、

⿅
ろっこう

港（昭和 3 年1928）等々の公会堂をゲット、恆
こうしゅん

春で維基百科（中
⽂版ウイキペディア）の公会堂の項⽬に迷い込んでしまったがこれが
ビンゴ。台湾的公会堂の全リストをみつけたが、私の知らぬものばか
り。⽇治期には79ヶ所の公会堂があった（現存12ヶ所）。開設時期が
わかる63ヵ所を時系列で整理すると、̓10年代が 7 ヵ所、ʼ20年代が34ヵ
所、ʼ30年代が22ヵ所となる。
 領有20年後の1910年代後半に武官総督から⽂官総督へ、それから
1930年代前半にかけて20年間の⽂官統治のころが、公会堂建設の時
代にかさなる。その後ふたたび武官総督の時代に戻って10年後には敗
戦、振り返ってみると儚いものだ。

■日治前後
 公会堂探訪の前に⽇台関係の歴史をちょいと。古くは鄭成功、濱⽥
彌平衛のエピソード等もあるが、さっとスキップ明治28年（1895）⽇
清戦争講和会議へ、清国全権李鴻章は台湾の割譲を迫る⽇本代表を前
に、「台湾は化外の地、化外の⺠の住む野蛮な僻遠の地」と語ってい
るがこれは完全なブラフ。19世紀後半の台湾は既に実り多き宝の島で
あった。樟脳、お茶、砂糖のヒット商品のうち前 2 種は欧⽶へ、最後
の⼀品は近代国家を⽬指して躍進中、ちょっとゆとりの出てきた⽇本

がいいお得意様。⼤阪⼈の愛する「けつねうどん」の⽢いおあげさん
が、船場の「松葉屋（現うさみ亭マツバヤ）」で⽣まれたのが明治26
年(1893)とちょうどその頃、話は繋がってる。

■公会堂を巡って
●基隆

 これまでから、基隆は⽣まれ故郷ゆえ、公会堂のこともしっかり記
録しておきたい。先ずは画像からと絵葉書の類いを探してみたが、樹
⽊⽣い茂る校庭の⼀隅で写した、定年退職される先⽣との記念写真の
裏⾯にも、基隆要塞司令部検閲済の印がべったりという要塞地帯だか
ら、絵葉書がなんだか修正された感じ。これっというのが⾒つからな
かったが、これはいかにも港街基隆の公会堂という洒落た⼀葉、私の
漠とした記憶の中の公会堂ともぴったりと⾔いながらも、⽔際の辺り
なんだか怪しい。要塞地帯とは所詮そんな所なんだ。

基隆公会堂絵葉書

 ⼩さな湾をそのまんま活⽤した基隆港は、美しい天然港の街だっ
た。当時⽇本最南端の港街だから、最初に⻄洋が到達するところとの
プライドもあった。ちょっぴりモダンでエキゾチックな街でもあっ
た。
 台湾には、イギリスはロンドンサザンプトン港から、シンガポー
ル、⾹港、上海等に寄港、神⼾、横浜で上がりの定期航路がもたらす
正調ヨーロッパよりも、不定期航路の⼀⾜早い⻄洋もあった。例えば
コンクリート、仏印（現ベトナム）から台湾に輸⼊された技術で施⼯
された台北の下⽔管が、本邦初のコンクリート⼯事という。
 基隆公会堂、光復後も1985年迄中⼭堂と名を変えて、頑張ってた
ようだ。ふと思い出したのが基隆空襲のこと、瞬発信管ーよく覚えて
いたもんだー装備の⼩型爆弾が投下されたというから、⾒た⽬は普通
にちゃんと建っていても屋根はガタガタ、⾬漏りの補修にさぞやてこ
づったことだろう。そうだ画像、光復後に迄幅を広げてみたら、案外
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おもしろい発⾒があるかも。
●台北　高雄

 台湾総督の府、台北の公会堂は、昨年8⽉号で詳しく書いたからパ
スするとして、近郊に内湖庄役場公会堂（昭和10年1935）、⼠林区公
会堂があったとは知らなんだ。⼠

し り ん
林には台湾教育のルーツと崇められ

ていた芝⼭巌があって、参拝は国⺠学校の年中⾏事だったが、その近
くに公会堂があったとは。
 台北にも⼤空襲があったが、公会堂界隈はまぬがれた。煉⽡造の街
だから焼夷弾ではなく爆弾投下、爆撃跡の⽡礫の⼭が昨今の地震の跡
とかさなってしんどいな。
  ⼀⾜⾶びに南へ、台湾第 2 の都市⾼

た か お
雄（旧 打

た か お
狗）へ⾏こう。台北は

亜熱帯、⾼雄は熱帯だから「⼀年中浴⾐で過ごせる」と聞いた記憶も
あるが、私達の世代にとっては「⾚いトンボが⾼雄の空を、今⽇も⾶
ぶ⾶ぶ⾶⾏隊」のイメージ、昭和19年国⺠学校 4 年⽣の頃だったか
な、その年の暮れには空襲で壊滅的な被害を受けている。
 ⾼雄公会堂は⼤正 3 年（1914）に公館として建設されたものを、そ
の後州庁に改築（⼤正 9 年1920）そのまんま公会堂に。⾔われてみる
とそんな感じ、堂々の組積造は撤去されてしまった。

高雄公会堂
https://openmuseum.tw/muse/digi_object/869281d8ed211f293bb9eb

11c1c0c698#5421]に掲載（2024/11/29閲覧）

●嘉義　彰化

 嘉
か ぎ

義は年に⼀度太陽が真上にきて、ー瞬⽇影が 0 になる北回帰線の
街、往年の中学校野球⼤会で甲⼦園を沸かせた嘉義農林の街等々、誰
もが知っていた街、⼤正 9 年（1920）創設の公会堂、1989年に撤去さ
れて今は公園に、ちょっと寂しい。
 嘉義といえば彰化、いずれも古くから⼤陸と交流のあったところ。
彰化公会堂（昭和 8 年1933）はRC造で、⼩屋組は鉄⾻と⽊材の混構
造。設計は蔵満盛秀と維基百科に出ている。同時代の内地（⽇本）の

近代建築にはない、ちょっと野暮なところもあるがモダン台湾のかた
ち、蔵満の苦⼼の跡が偲ばれる。現在も彰化芸術館として健在。

元・彰化公会堂、現・彰化芸術館

●台南　台中　新竹

 さて2010年以降の台湾全島観光ブームに⽕をつけた台南、その中核
的存在である呉園芸中⼼の台南公会堂。創建当時、内地の公会堂はま
だ⽊造の時代に、組積造の島だったとは⾔い条、バロック⾵の組積造
2 階建本館と、⽊造の集会所で構成された意匠、なかなかのものであ
る。設計は⽮⽥⾙静睦、これも維基百科の情報。同時期の桃園公会堂
も調べてみたかったがギブアップ、100年以上前のしかも今は外国の
ことゆえ、分からぬとこは分からない。
 次は台中公会堂（明治45年1912）は松ヶ崎萬⻑の設計という。基
隆、新

しんちく
⽵の駅舎をはじめ、鉄道関係の諸施設に優れた作品を残した

松ヶ崎の⼒作といえよう。井出薫の台北公会堂が後期RC造時代、台湾
公会堂の掉尾を飾る傑作とすれば、松ヶ崎のこの公会堂は前期煉⽡造

台中公会堂絵葉書
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時代の秀作といっていいのではないか。台中よりは台南の⽅がという
向きもあろうが、それはそれでありと思う。
 「新⽵のお⽩粉」物売りの声を⾞窓に覚えている。新⽵にも⾶⾏場
があって、昭和18年（1943）秋の⽶中連合航空隊の奇襲により、⼤き
な被害を被ったとは知らなんだな。ここにも公会堂（⼤正10年1921）
があった。光復後も新⽵⽣活美学館として活⽤、⽼朽化により、2019
年から修復⼯事が始まって2022年完了。新たな活動開始とのこと、楽
しげな画像を眺めて何だかホッとした感じ。

■振り返って
 昭和16年（1941）最初の国⺠学校 1 年⽣、昭和21年（1946） 5 年
⽣のとき、外地の国⺠学校は消滅、未卒のまんまの引揚だから探訪も
この辺りまで、何からなにまで維基百科のお世話になりました。
 振り返ってみると⽇本発の公会堂と、福建発の会館が、合体して⼤
⼩さまざまな「台湾の公会堂」が79ヵ所にも。もひとつ新⽵市の公営
映画館、新⽵有楽館をも加えて80ヵ所は少なからざる数である。ちな
みに皇国のシンボル、神社は95社（異説あり)。並べてみると、またひ
とつの景⾊が⾒えてくる。
 朧げながらではあるが、煉⽡造時代の公会堂には、台湾らしさ、台
湾の「かたち」が⾒え隠れする。内地の公会堂がまだまだ欧⽶追求の
時代であったにも関わらずである。当時の渡台建築家の都落ちではな
い「台湾の建築を造るのだ」、決意の程がしのばれるではないかと⾔
いたいが、やっぱり内地⼈⽬線と⾔われるんだよね。
 寄ってきたる法が無い、しかも外地となればこその、可能性と⾯⽩
さが台湾の公会堂には⾒え隠れする。同⼼協⼒的存在であったか、そ
れとも呉越同⾈的存在であったか、植⺠地ならはの難しい微妙な⽴ち
位置、ならばこその存在感があったのではないか。総論で論じてみて
も、各論で語ってみても、これ⼜興味深い⽇治期の⼀断⾯、⽇台関係
が⾒えてくるのでは。
 こんなところから案外、よってたつべき法の無い公会堂のほんね
が、内台論を超えて⾒えてくるのかも。

■終わりに
 私の台湾、⽇中戦争・太平洋戦争と、台湾受難の時と重なり合って
いる。公会堂の思い出も戦争と重なり合って、必ずしも明るくはな
い、苦いものが混じらざるをえない。戦後こんにちに⾄るまで各種集
会施設のネーミングに、公会堂をさけて会館、ホールが⽤いられてい
るのもよーく分かる。
 昭和16年（1941）最初の国⺠学校1年⽣、そして昭和21年（1946）
5 年修了時に台湾では国⺠学校消滅、未卒のまんま放り出された。⽣

まれ故郷の基隆から引揚ることになった。
 余談になるが、 6 年⽣は豊中市の⼤池国⺠学校で。暖かく迎え⼊て
くれた⼤池には豊中には、感謝の気持ちでいっぱい。あのぬくもりは
⼤阪にしかない、いいところ。少し照れ気味、⾃虐気味にカリカチュ
ア化したのが、吉本新喜劇の世界か、ちょっとオーバー気味の気しな
いでもないが。
 台湾での国⺠学校 5 年間、ある意味、むなしくもアホらしい少年
時代であったかもしれないが、いま振り返ってみるに、そのアホらし
かったところが、なんともはや妙に懐かしい。
 台湾の公会堂を書き終えて、ようやく⾏くべきところへ落ち着いた
感じ。なにはとにあれホッとしている、謝謝。
 『建築と社会』 2023年 8 、9 、10⽉各号 2024年 8 ⽉号
         を御併読いただければ幸いです。

おおた・たかのぶ
1934年 台湾⽣まれ
1946年 紀伊⽥辺港に引き揚げてくる
1958年 早稲⽥⼤学理⼯学部建築学科卒業
同年   坂倉準三建築研究所⼊所
1982年 同取締役⼤阪事務所⻑
1994年 同代表取締役 ⼤阪事務所⻑を兼ねる
2005年 同相談役
2008年  太⽥隆信スタジオ開設。しばらくの間坂倉建築研究所

特任参与を兼ねる
1994年〜1995年 ⽇本建築協会常任理事
1996年〜1999年 ⽇本建築協会理事
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建築と社会■2025.226

新シリーズの開始にあたって
 史料研究会では、連載「再読 関⻄の建築」で、『建築と社会』に掲
載された建物や論考を取り上げ、あらためて光を当ててきた。この度、

「先達に聞く」と題し、⽇本建築協会に関わってきた諸先輩⽅にお話を
聞き、誌⾯に記録を残す連載を新たに⽴ち上げる。
 古い『建築と社会』では、しばしば座談会が記事となっている。
テーマに沿って諸⽒が意⾒を述べられ、興味深い発⾔が⾒られる。戦
前期の出来事や建物は、さまざまな史料が残され研究されてきたが、
少し前の関⻄建築界の出来事は、歴史的なものとの認識は薄いのか
意外と知られず、探るきっかけに乏しい。このシリーズでは、先達た
ちにこれまで⾒聞きしたものやご経験を語っていただき、記録として
残そうと考えている。⽇本建築協会には設計者だけでなく、施⼯や材
料の専⾨家、官庁営繕、教職従事者など、いろいろな⽴場の会員がい
る。それぞれの体験をそれぞれの⽴場から語っていただこうと思う。
なお本シリーズ「先達に聞く」は、 1 年に 3 回程度を予定し、再読シ
リーズと並⾏して進めていく予定である。
 （史料研究会 橋寺知⼦）

おかだ・のぶゆき
1937年⽣、1960年代から東畑建築事務所で活躍された。設計者、教育者、そ
して茶室研究者として知られる岡⽥孝男を⽗に持つ。インタビューは、吹⽥
市千⾥⼭⻄の岡⽥家住宅で⾏われた。千⾥⼭住宅地を開発した⼤阪⼟地株式
会社の設計による分譲住宅であったが岡⽥孝男によって改修された。⾀之⽒
はここで育ち、今も住み続けられている。

■千里山住宅地の岡田家住宅
橋寺 まず、この岡⽥家住宅注 1 についてお聞きしたいと思います。こ
のお家は登録⽂化財になっていて、その解説には「⼤正期に住宅会社
の設計施⼯で建てられた寄棟の住宅を、昭和13（1938）年に改造して
今に⾄る」とあります。

図1　岡田家住宅

岡田 古い図⾯があります。もともと洋室付きの和⾵住宅で、⽞関南
側の洋室は洋⾵の窓になっています（図2 左上）。
橋寺 昭和13年の改造は岡⽥孝男さんによるものですか？
岡田 そうですね。最初は10年ぐらいで仕事の都合で転勤するだろう
から、そう⻑持ちしなくていいと思って建てた、と⽗は書いています。
でも80年持ちこたえ、今は反対に、持ちこたえさせないかんというこ
とになってしまいました。
山形 お⽗さんが描かれた図⾯やスケッチなどは残っているのでしょ
うか。
岡田 ⼤阪歴史博物館の学芸員、酒井⼀光さんが訪ねて来られ、⼤阪
の建築家の資料を収集されているとのことで、持って帰られました注 2 。
今は歴博にあります。
山形 千⾥⼭住宅地の歴史から⾒ても、代表的な住宅だと思いますが、
特⾊や珍しいお話はありますか？
岡田 ⽗は住宅について話をする機会が多く、戦前、NHKラジオで住
宅の話をよくしていました。「住宅のナメクジ退治」とか（笑）。でも、
うちの家がナメクジだらけで…。⺟が、話と実際の家が違うとよく
⾔っていました。で、⽗も直す気になったようです。
山形 ラジオ番組で「すまい」を話題にするようなことがあったんで
すね。孝男さんがいくつぐらいの時ですか？
岡田 40代ぐらいですかね。
山形 もとは住宅会社の設計施⼯で、外観は⽇本住宅ですが、洋室が
あったんですね。そして改築されて、お茶室として使えるような和室
も設けられて、いろいろな要素がある住宅ですね。
岡田 積極的に改築するつもりはなかったようで、10年持てばいいと
思っていたようです。この家については、⽗もどこかに書いていまし
たし、登録⽂化財になる時に吹⽥市から報告書注 3 がでています。

山形政昭
橋寺知子

「先達に聞く」

1 岡田聿之氏
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図 2　岡田家住宅図面
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■父・岡田孝男のこと
●京都帝国大学時代

山形 岡⽥孝男さん（1898-1992）は、京都帝国⼤学で武⽥五⼀注 4 の
もとで学ばれ、東畑謙三さんの先輩ですね。しかし、卒業は遅かった
ようにお聞きしましたが。
岡田 ⽗は武⽥五⼀の助⼿をやっていて、なかなか放してもらえず、
もう 1 年、もう 1 年と延びたようです。武⽥五⼀は⽴派な住宅などの
設計をやっていますが、さらさらっとスケッチを描く程度で、あとは
弟⼦に任せる、ということも多かったそうです。⼤学へ出勤する時、
⾬が降って、道路がぬかるんでいたところに傘でスケッチを描いて、

「これをきれいに仕上げてや」と⾔って…、そんな話もありますね。
山形 武⽥五⼀の住宅設計などを⼿伝われていたのですね。
岡田 それもありますが、卒業するとなれば総合的にいろいろな勉強
をしなければならないので、あまりしなくていい道ないやろか、と考
えたのかも。今の学⽣と⼀緒ですな（笑）。
山形 雑誌『新建築』の⼿伝いもされていたようですね。
岡田 『新建築』の創始者、吉岡保五郎注 5 から武⽥五⼀に、⼤阪で雑
誌を作りたいが誰かいないか、と相談があったそうです。⽗だけでな
く、新名種夫さんとかも紹介したようですが、気が合ったようで、⽗
が⾏っていました。
山形 創刊時から⼿伝われていたのですね。
岡田 そうですね。
山形 吉岡保五郎はどんな⼈だったのでしょうね。
岡田 なぜ建築の雑誌を創刊しようとしたのか分かりませんが、かな
り気難しい⼈だったようです。よくここへいらっしゃっていました。
⼤阪で泊まる所といえば新⼤阪ホテルぐらいしかなく、戦後は接収さ
れていて泊まれないので、うちの 2 階で本を書いていたこともありま
した。私もかわいがってもらいました。

●大阪三越住宅建築部のこと

山形 武⽥五⼀や吉岡保五郎とのご関係があり、住宅の仕事をしよう
ということで、孝男さんは⼤阪三越住宅建築部注 6 に⼊られたわけです
ね。
岡田 三越は富裕層と縁がありました。住宅も商品のひとつであり、

「施主のご希望通り建てます、しかも、ちゃんとまとまったものに仕上
げます」というようなことでしょうかね。
山形 三越さんで着物からお家まで、ですね。どんな職場だったんで
しょうか。
岡田 設計事務所の体制だったようで、写真を⾒たことがあります。
北浜の三越百貨店の中でした。

山形 ここ、千⾥⼭から北浜へ通われていたのですね。
岡田 今は地下鉄で 1 本ですが、戦前も天神橋筋六丁⽬まで電⾞、そ
の先はバスか市電で⾏けるので、便利でした。
山形 戦時中は⽴派な家を作るのは難しくなり、住宅営団注 7 に移られ
たのですね。

図 3　三越百貨店大阪支店

●住宅営団のこと

岡田 その頃は軍事産業のための⼯員住宅が不⾜していたので、規格
住宅を作っていました。規格住宅の始まりだと思いますが、あまりそ
の頃の規格住宅の研究は⼿がつけられていないように思います。
山形 広島、松江などにいらっしゃっていたのですね。
岡田 最初は広島でした。昭和20（1945）年 6 ⽉に松江に転勤にな
り、原爆には遭いませんでした。⽇本海側の、⽶軍の⽬の届かないと
ころで住宅営団の仕事をしていたようです。
山形 そして戦後、⼤阪へ戻ってこられたのですね。
岡田 そうです。当時、住宅営団には⼤勢の技術者がおられたのです
が、終戦でみんな職を失いました。その後建設省が発⾜し、⼤勢の住
宅営団の技術者は、建設省の技官職に就かれました。

図 4　インタビューの様子
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●教育者として、茶室研究者として

図 5　「古建築巡礼1　願泉寺の茶室」岡田孝男

山形 岡⽥孝男先⽣は、教職注 8 に就かれていた期間も⻑いですね。「お
茶室に詳しい先⽣」というイメージがあります注 9 。帝塚⼭⼤学には岡
⽥孝男先⽣が寄贈されたお茶室があり、ずいぶんご縁を持たれていた
ように思います。なぜお茶室に興味を持たれたのでしょうか。いつか
らですか。
岡田 よく聞いたのは、三越にいる頃、関⻄のお⾦持ちが住宅を作る
となると必ず茶室の話が出たそうです。ところが⽗は茶室について何
も知らなかったので、最初から勉強したそうです。やってみると⾯⽩
くて、のめり込んだそうです。
山形 流派は藪内でしたか？
岡田 いや、武者⼩路千家ですね。

■聿之さんと東畑事務所
山形 さて⾀之さんですが、⼤学から東畑建築事務所に⼊られた頃に
ついてお聞きしたいと思います。
岡田 東畑謙三さんは最初の頃、つまり戦前は、建築の⻑として⾃分
の名前で⽂章を書かれていたようですが、戦後は、「こういうこと書き
たいねん、頼むわな」っていう感じでした。
橋寺 ⾀之さんは1961年 4 ⽉に⼊所されていますが、その頃にはそん
な感じでしたか？
岡田 最初にやらされたのは、建築設計の下っ端です。その後、東畑
さんは⼤阪⼤学と京都⼤学に講師をされていたので、授業の資料集め

を何年かやらされました。「君は⼤学出てるから、外国の⽂献なんかよ
う知ってるやろう」、「学⽣たちに⼿渡して勉強させるのに、資料が欲
しいねん、なんか適当なやつ探してくれ」と。東畑さんも忙しかった
ので、京都⼤学の講師は割と早く退かれたと思いますが、⼤阪⼤学の
⽅は⻑かったですね。
山形 お若い頃の仕事で思い出深いものは？
岡田 官庁の建築が多かったんですが、官庁建築は、事務所に所属
する⼈間がやったとはなかなか⾔いにくかった。設計者の筆頭には

「◯◯市役所営繕部」、その後に東畑の名前が出るかどうか…、という
状態でした。
山形 役所の場合、設計は⾃治体の営繕部で、というのが前提だった
のですね。
岡田 そうですね。
橋寺 「⼤阪駅前市街地再開発計画」が⽇本建築学会学会賞を受賞し
た時注10も、基本計画は東畑建築事務所のはずですが、受賞者は「⼤阪
市都市再開発局」で、東畑の名前は出ていません。
岡田 ⼤阪駅前市街地再開発の仕事は時間がかかり、最後の 4 棟⽬が
できたのは1980年代です。第 1 ビルは⼟地をクリアにするのに結構時
間がかかりました。万博の少し前に竣⼯しましたね。

●1970年万博の頃のこと

山形 事務所の名簿を拝⾒すると、岡⽥さんの欄に、「41/3-5 万博建
委出向」とありますが。
岡田 万博の原案の作成委員会がありました。東京は丹下健三さん、
⼤阪は⻄⼭夘三さん、⼆⼈がまとめるということだったらしいですが、

「意匠の丹下、理論の⻄⼭」みたいに分かれてしまって…。
山形 昭和41（1966）年から昭和45（1970）年の万博まで4年ですね。
東畑建築事務所から、どこに出向なさっていたのですか？
岡田 ⽵中⼯務店の御堂ビルに「原案作成委員会」というのが置かれ
ていて、 1 フロアの半分ぐらいの規模でやっていました。まだ資料集
めが⼗分でないということで、丹下さんや⻄⼭さんの案を裏付けるた
めに、ヒアリングなどに⾏っていましたね。
橋寺 御堂ビルは1965年竣⼯なので、まだ竣⼯間もない時ですね。そ
う⾔えば、御堂ビルに万博のマークが付いていた時期があります。
岡田 あれはいいビルですね。
山形 万博のマスタープランづくり、ということですか？
岡田 ま、そうですね、マスタープランも何回も変わっていますが。
山形 昔、東畑事務所のことを調べた時に「万博計画案」の模型写真
を拝⾒しました。あの頃でしょうか。
岡田 原案作成委員会はそれより前で、早い時期に解散しています。
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山形 原案作成委員会には、設計事務所からは他にどんな⽅がいたの
でしょうか？
岡田 東畑からは私で、安井建築設計事務所からお⼀⼈、あと村野事
務所からもお⼀⼈。
橋寺 今ならコンサルタントがやるような業務でしょうか。70年万博
には建築界のいろいろな⼈が関わっていたのですね。原案作成から模
型の作成まで、それぞれの段階でいろいろな世代が参加していたので
すね。
岡田 「原案」ですから、内容はわからんけど、なんかカッコよかっ
たです（笑）。学⽣のやる仕事と変わらんようなものを楽しんでやって
いました。
山形 万博の仕事は、千⾥ニュータウンの造成と同時期ですよね。こ
の 2 つの背景というか、兼ね合いみたいなことは話題になっていたの
でしょうか。
岡田 造成については千⾥の⽅が早かったんです。図⾯で⼟量を計算
する段階だったので、 5 m⾓の碁盤⽬に区切って、盛⼟切⼟を計算し
て、万博会場全体の計算をやりました。結構合いました。
山形 万博への関わりは最後まで続いたのでしょうか。
岡田 最後は、⽵腰さんの所の⼈が⼀⼈残って、その⼈は丹下さんの
事務所に移籍したとか…。 3 事務所からの出向は 1 年ぐらいで、⼟量
計算が終わった段階で、どれぐらいかかるか⽬処をつけたところまで
でした。
山形 東畑さんの名前で万博の委員会に⼊られていたと思いますが、
実際には岡⽥さんでしたか？
岡田 私が⾏ったのは原案作成委員会だけで、東畑建築事務所の仕事
としては、万博協会から依頼されて、共通パビリオンの設計を事務所
でやっていました。

●工場建築のこと

山形 1970年代、東畑建築事務所では多くの仕事があり、社内では設
計幹部の⽅が「 6 頭だての⾺⾞」と⾔われていたと聞きますが、チー
ムによって特⾊や個性があったのでしょうか。
岡田 印象に残っているのは、製鉄所の建屋、⼤きい建屋です。構造
的にも中に⼊れる機械によって複雑な形をしていました。今ならコン
ピュータを使いますが、当時は計算尺とそろばんで、そんな道具を先
輩たちは楽々と使いこなしていて、びっくりしました。私はとても
じゃないけどできません。⼤体の建物は、平⽶につき鉄筋と鉄⾻がい
くらぐらいになるか、標準があります。でも複雑なものだとその常識
が使えません。他の事務所の話ですが、よくわからないので多めに鉄
を使って、それを構造審査会に持って⾏く、審査会の先⽣⽅も、本当

はよくわからない。「平⽶５トン」と答えると、「そんなに使っていれ
ば⼤丈夫だろう」と⾔って通した、とか⾔ってました。そういう複雑
なものをやっているのが⾯⽩かったです。
山形 ⼯場関連で⼤規模なものは？
岡田 古い時代では紡績⼯場ですね。私が⼊った頃でも、細々ですが、
紡績⼯場をやっていました。次に隆盛を極めたのは製鉄⼯場です。
山形 「⽷へん」から「⾦へん」へ変わった頃ですね。
岡田 製鉄所では、中国の上海宝⼭製鉄所を受注しました。若い者で
も、中国⾏くと「先⽣」と呼ばれて…（笑）。
山形 中国や外国の仕事も多かったのですか？
岡田 いわゆる「戦時賠償」で、国が出資して⼯場を海外に建てると
いう事業がありました。私は⾏っていませんが、先輩は熱帯地⽅へ⾏
きました、1960年代です。
橋寺 岡⽥さんは⼯場建築が多かったのですか、あるいは公共建築？
岡田 両⽅やりました。
橋寺 東畑建築事務所は専⾨ごと、というわけではなかったのですね。
岡田 上の⽅の⼈には専⾨がありました。専⾨でないとわからない特
殊な部分があります。例えば⼯場だとクレーンがあって、クレーンの
点検⼝が必要になる。それをつける場所とか、分かっていないとつけ
られませんから。

●大阪市立環境科学研究所の頃

山形 ⼤阪の天王寺区に⼤阪市⽴環境科学研究所注11があります。
岡田 担当でした。
山形 今でもありますね。ルーバーが特徴的ですね。

図 6　大阪市立環境科学研究所（現在）

岡田 東⾯と⻄⾯にルーバーがついています。実験では光線が当たる
とまずいものがあり、直射⽇光を遮蔽する必要がありました。それ以
外には、細かな注⽂はありませんでした。ル・コルビュジエのブリー
ズ・ソレイユですわ（笑）。
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●日商岩井本社ビルのこと

山形 ⽇商岩井本
社ビルは…、事務
所には90年代まで
いらっしゃいまし
たね。⽇商岩井を
設計されている頃
の事務所の様⼦は
どんなでしたか？
岡田 私は図⾯を
2 、 3 枚 描 い た
ぐらいで、あとは
ノ ー タ ッ チ で し
たが、なんか⼤き
なビルを建てるっ
て、やっていまし
たね。
山形 船場では早
い時期の 1 ブロッ
クの⾼層ビルでし
たね。

●新伏見町ビル（旧 東畑建築事務所ビル）のこと

山形 現在、東畑建築事務所は⾼麗橋にありますが、伏⾒町にあった
新伏⾒町ビル注12の頃は、事務所でビル全体を使われていたのですか？
岡田 全体を使っていましたね。最初は⼈数が少なかったので、何階
かはテナントに⼊ってもらっていました。
山形 上の⽅が事務所ですか。
岡田 真ん中の 5 、 6 、 7 階ぐらいがテナントで、下と上を東畑で
使っていました。
山形 斜め向かいが関⻄ペイントでしたよね。関⻄ペイントのビルは
東畑事務所の初期作品ですが、当時の写真が少ないのが残念です。
岡田 あの辺⼀帯は奇跡的に空襲にあっておらず、昔の町屋が残って
いるなかの1軒でした。最初は 2 階建ぐらいで、 3 階になり、 4 階を
増築して、最初の感じとは違っています。 3 階までの⾻格がしっかり
しています。縦の⽬地に⾦⾊のタイルが貼ってあり、それがとても効
いていました。
山形 新伏⾒町ビルの設計は東畑事務所でなさったんですね。
岡田 あのビルは、鈴⽊洋也注13がほとんど⼀⼈で設計しました。

●ホリディイン南海大阪のこと

橋寺  難 波 の ホ リ
デ ィ イ ン 南 海 ⼤ 阪

（現・クロスホテル⼤
阪）は近年⼤胆に改
修されていますが。
岡田 ホリディイン
は、パブリックの部
分を贅沢にできませ
んでした。
山形 そのころ所内
で「次世代を…」と
いうような座談会が
あり、その時、どな
たかがホリディイン
でシースルーのエレ
ベータの絵を描いた
ら、東畑さんにえらい怒られた、ということを紹介されていました。
当時は、担当の⽅がかなり⾃由に提案していたと聞いています。図 7　日商岩井本社ビル

図 8　新伏見町ビル

図 9　ホリディイン南海大阪
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岡田 描いている図⾯をいかに隠すか、です。
橋寺 隠し通せたらいける、ということですか。
岡田 まあそうですわ。
橋寺 途中で⾒つかったら怒られる？
岡田 怒られはしないけど、「これは間違うてるで」と、割と柔らかい
説教です。
橋寺 東畑建築事務所は、個性が集まる事務所ですものね、隠しおお
せたら、そのままできることもあったのですね。

●天理市庁舎のこと

山形 岡⽥さんが担当された天理市庁舎の屋根は特徴のあるデザイン
ですが、天理市から提案があって、それが採⽤されたとか…。

図10　天理市庁舎

岡田 建設省から天理市に出向していた⽅がデザインのアイデアを出
されました。庁舎の屋上に鉄⾻の通信塔が⽴っていたんです。それだ
けでは寂しかったのか、あるいは、⼀度こういうのがやってみたいと
いうことだったのかも（笑）。屋根部分には特に機能はありません。
東畑さんは、天理のこの塔はえらい気に⼊ってたような…。
山形 この時代、東畑謙三さんは名誉顧問ですか？
岡田 いや、まだ会⻑だったと思います。

●晩年の東畑謙三のこと

山形 会⻑の頃には、東畑さんは陶磁器や書籍を集められて、事務所
に清林⽂庫注14を設けようとされましたね。美術書の収集など、岡⽥さ
んはどのように感じられていましたか？

岡田 私は本が好きだったので、「いい本集めてくれてるなあ」と、ど
ちらかと⾔えばそう思っていました。陶磁器も国宝級のものがひとつ
あって注15、焼付けの⾊がなんとも⾔えんええ⾊で、⼤阪市⽴東洋陶磁
美術館に寄付したようですけど。
山形 会⻑は、貴重な本や⾻董を⼿に⼊れた時は、所員に何かお話さ
れていたのでしょうか。
岡田 いや、あまり何も⾔いませんでした。でも⽇本の古地図を⼿に
⼊れた時には、「君はどこの出⾝や？」と聞かれて、「島根県の…」と
か⾔うと、「⽥舎やなー」とか⾔って…。会⻑も三重県の⽥舎の出⾝で
すけど…。
橋寺 東畑建築事務所所蔵の本は、今は事務所の本棚にきれいに収納
されていますが、当時からそうだったのでしょうか。
岡田 はい、でも、所員は誰も⾒てませんでしたね…。
橋寺 でも事務所内に置いてあった？
岡田 そうです。重要本の書棚には鍵がかかってましたけど。

●日本建築協会について

山形 岡⽥さんご⾃⾝は⽇本建築協会をどのように⾒られていました
か？
岡田 学⽣の頃は『建築と社会』が、建築のニュースを知るのに便利
で、よく読んでいましたね。私は意匠の分野なので、だんだん専⾨
的な記事が増えてきた、構造や設備の話はあまり興味がありません
でした。
山形 昔は作品紹介が多かったですね。
岡田 『新建築』などとあまり変わらない感じで、それに加え各界の
⼈たちの⽂章が載っていたりして、質が⾼いところがありました。
山形 実務的で専⾨的、ですね。『建築と社会』は、お⽗さんの代から
の⻑い購読者ということになりますね。
橋寺 岡⽥さんもコラムの執筆などを担当されたことがありますね。
岡田  6 ヶ⽉ほど担当しました。

図11　「連載コラム　建築の眼」より
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橋寺 東畑建築事務所は、建築協会への貢献度が⾼い事務所だったの
で、コラムの担当が岡⽥さんに回ってきたのでしょうね。当時の『建
築と社会』は、いろいろな⽴場の執筆者が書き、今読むと⾯⽩いです。
⽂字量もかなり多くて…。
山形 『建築と社会』の話題でまとめた、ということで、この辺にし
たいと思います。たくさんお話いただき、ありがとうございました。
 （インタビュー：2024年 6 ⽉27⽇）

注
注 1   ⼤正期に開発された千⾥⼭住宅地に建つ独⽴住宅。千⾥⼭住宅地は、建て替

えも進んでいるが、⼤正期に開発された⼤阪の郊外住宅の特⾊を今もよく残
す。岡⽥家住宅は2006年に登録有形⽂化財に登録された。

注 2   岡⽥孝男の資料は、平成27（2015）年度に⼤阪歴史博物館へ寄贈された。寄
贈資料⼀覧が『平成27年度⼤阪歴史博物館年報』（平成28年 6 ⽉）に掲載さ
れている。アルバムやノート、講義関係資料などが含まれる。

注 3   吹⽥市⽴博物館編『岡⽥孝男家住宅調査報告書』、平成18（2006）年。本報
告書に、岡⽥孝男が『住宅』に掲載した論⽂「我が家改造の記」（1940年 3
⽉）と「千⾥⼭住宅譜」（1942年 6 ⽉）が収録されている。

注 4   京都⾼等⼯芸学校に着任以来、関⻄の建築界の多⼤な影響を与え、京都帝国
⼤学建築学科の設⽴に尽⼒した。岡⽥孝男と武⽥の交流は公私にわたり、武
⽥の訃報に対し「私は先⽣に教へを受けたことは勿論、卒業後も就職のこと
から、終りには家内のことまで御世話願ひました。私にとつてはただの先⽣
ではなく師匠親分と⾔つた気持です」（『建築雑誌』1938年 8 ⽉）と述べてい
る。

注 5   吉岡保五郎（1888-1972）満州で新聞記者を経て、1924年『住宅研究』を発
⾏、翌1925年、⼤阪において『新建築』を創刊、1948年から亡くなるまで新
建築社社⻑を務めた。

注 6   1914年に開設された⼤阪三越の家具装飾部を拡張し、1930年に設置された。
東京三越には設置されず、⼤阪で実現されたのは、武⽥五⼀の存在があった
と⾔われている。岡⽥孝男は武⽥の推挙により、開設と同時に専任技師とし
て着任した。

注 7   住宅営団は、1941年に庶⺠の住宅を計画的に供給するために設置された特殊
法⼈。同潤会の事業を引き継いだほか、住宅供給のための幅広い事業を展開
し、1946年に閉鎖されるまで16万⼾の住宅を建設、経営した。

注 8   岡⽥孝男は1956年に岡⽥建築事務所を開設、1966年には近畿⼤学教授に、翌
67年に帝塚⼭学院⼤学に着任し、1985年まで奉職した。

注 9   岡⽥孝男は『建築と社会』でも、1941年 1 ⽉から「⼤阪の茶室」、「京阪沿線
の茶室」、「⼤和路の茶室」など、写真と図⾯を添えて連載をしている。この
連載については、桐浴邦夫「再読関⻄の建築 5 「岡⽥孝男の記録した⼤阪の
幻の茶室」（『建築と社会』2018年11⽉）に詳しい。

注10  1968年度の⽇本建築学会賞（業績）を「⼤阪駅前市街地再開発計画とその推
進」という業績名で受賞しているが、受賞者は⼤阪市都市再開発局である。

注11  ⼤阪市は1906年に⼤阪衛⽣試験所を設置し防疫や衛⽣に関する業務を担っ
た。1974年、⽣活環境の悪化に対し研究体制を整えるため、⼤阪市⽴環境科
学研究所と改称し、天王寺区東上町に研究所が新築された。2017年、⼤阪府
⽴公衆衛⽣研究所と⼤阪市⽴環境科学研究所の衛⽣部⾨を統合し、⼤阪健康
安全基盤研究所が設置された。2022年、東成区中道に移転し、旧庁舎は現存
するが、敷地はフェンスで囲われている。

注12  東畑建築事務所は、1957年、伏⾒町に新築移転。
注13  設計に携わった鈴⽊洋也（1930-）は、1947年東畑建築事務所⼊所、1980年

からは⼤阪事務所⻑を務めた。東畑謙三の娘婿にあたる。
注14  東畑謙三は世界各地の建築や美術に関する⽂献や古地図などを蒐集し、「清林

⽂庫」と名付けた。稀覯本も数多く含まれる。展覧会や「⽣きた建築ミュー
ジアム⼤阪」で⼀般にも公開されている。

注15  ⼤阪市⽴東洋陶磁美術館の「⻘花牡丹唐草⽂盤」（元時代・14世紀、重⽂）
は、東畑謙三が寄贈したものである。⼤型盤で、イスラムの意匠の影響を感
じさせる⽂様が、コバルト顔料の濃淡で描かれている。

写真出典
図 2  『住宅』1940年 3 ⽉号 岡⽥家住宅図⾯
図 3  『建築と社会』1918年 6 ⽉号
図 5  『建築と社会』1941年 1 ⽉号
図 7  『建築と社会』1982年12⽉号
図 8  『建築と社会』1974年 9 ⽉号
図 9  『建築と社会』1979年 6 ⽉号
図10 『建築と社会』1984年10⽉号
図11 『建築と社会』1992年 7 ⽉号

写真撮影
岡⽥⾀之⽒近影および図 1 、4 、6  ⼭形政昭
図12 橋寺知⼦

図12　インタビュアー山形委員と岡田聿之氏
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■国土数値情報とは
 国⼟数値情報とは、⾏政区域、⼈⼝、都市計画、⼟地情報、地形・
⽔域、災害リスク情報、交通インフラ、公共施設といった国⼟の基礎
となる情報について、GIS（地理情報システム）に取り込める形式の
データ（GISデータ）として、国⼟交通省が整備・提供している地理空
間情報である（図 1）。現在、約190種類のデータ項⽬が存在し、⼀般
公開されたダウンロードサイトにて、全てのデータを、無償で誰でも
すぐにダウンロードすることができる。

（国⼟数値情報ダウンロードサイトURL：https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）
 産学官の幅広いユーザーが活⽤しており、各府省庁における計画・
施策の策定（国⼟形成計画 等）、地⽅公共団体における計画・施策の
策定（都市計画マスタープラン 等）、⺠間企業における市場分析（災
害リスク分析 等）やサービス提供（不動産情報提供 等）、学術・研究
機関での調査・研究（都市の構造分析 等）に利⽤される。

図1　国土数値情報の主なデータ項目一覧

■有識者検討会と今後の取組
 国⼟数値情報は、1974年以来、データ整備・提供を継続しており、
2024年は、整備開始から50年の節⽬の年であった。また、⼀般ユー
ザーへのインターネットを通じたダウンロードサービスは2001年よ
り開始しており、国⼟数値情報はオープンデータの先駆けとも⾔え
る。ダウンロード数は年々伸びており、2023年には、年間211万件と
なった。このように⻑きに渡り整備・提供されてきた国⼟数値情報だ
が、50年の節⽬を迎えるに当たり、その信頼性を維持しつつ、これま
で以上に多くのユーザーや分野で利⽤される、より開かれた・使われ
るデータとなることを⽬指し、2023年10⽉から2024年 7 ⽉にかけて、

「今後の国⼟数値情報の整備のあり⽅に関する検討会」と題した有識者
検討会を 7 回に渡り開催した。検討会においては、 3 つのテーマ「国
⼟数値情報のニーズ（⾏政・⺠間）の把握」「国⼟数値情報のユーザー
の拡⼤」「国⼟数値情報の効率的なデータ整備・提供」について、現
状の課題とその解決に向けた今後の施策を議論し、それらを整理した
最終とりまとめを公表した。現在は、最終とりまとめに基づき、各種
施策について取組を進めている。
 （検討会 最終とりまとめの公表：https://www.mlit.go.jp/report/
press/tochi_fudousan_kensetsugyo17_hh_000001_00037.html）

■建築基準法関連情報のGISデータ化に向けて
 検討会の最終とりまとめでは、効率的な国⼟数値情報の整備を進め
る観点から、国⼟数値情報の原典となる地⽅⾃治体等が保有する情報
のうち、GISデータ化が進んでいない分野において、その促進を図るた
めのガイドラインを作成していくことが盛り込まれた。
 近年、都市計画関連情報については、GISデータ化にかかるガイダン
ス等が整備・普及し、地⽅⾃治体においてGISデータの整備が促進され
ている⼀⽅で、これらの情報と⼀体的に⽤いられることが多い建築基
準法関連情報（屋根の構造に係る規制区域、⽇影規制区域等）の地⽅
⾃治体におけるGISデータ化については進んでいないと推察され、早期
の対応が求められているところである。また、国⼟数値情報において
も建築基準法関連情報については未整備である。
 そこで、地理空間情報課では同省住宅局建築指導課・同局市街地建
築課と連携し、建築基準法関連情報の地⽅⾃治体におけるGISデータ
化を促進するため、これらの情報に関しての現状を調査把握し、GIS
データ化のためのガイドラインの検討を⾏い、整備が促進される環境
整備の取組を始めた。
 まず、地⽅⾃治体におけるGISデータ化の実態を把握するにあたり、
全国の特定⾏政庁を対象として調査を実施した。調査では、建築基準
法に基づく指定区域について、区域指定の有無やGISデータの有無、そ
の利⽤状況や公開⽅法等を調査した。
 回答より、 3 割程度の特定⾏政庁においてGISデータが整備されて
いるが、整備率は区域によって様々であり、内部業務での利⽤に留ま
る⾃治体や⼀部なり全部のGISデータを公開して利⽤している⾃治体も
存在し、公開⽅法についても、GISデータ形式で提供したりパソコンな
どの画⾯上に表⽰する形（WebGIS）で提供したりと、⾃治体によっ
て取組は様々であった。
 今後は、これらのデータを整備して有効活⽤している特定⾏政庁を
参考として、GISデータを整備して保有する意義やそれによって得るこ
とが出来る効果、それが活⽤される局⾯を整理し、必要に応じて、有
識者等から構成される検討会を開催して有識者等の意⾒を反映させ、
ガイドラインの検討を進めていく予定である。建築基準法関連情報の
GISデータが全国的に整備され、国⼟数値情報となることで、デジタ
ル技術やデータ活⽤による社会全体の⽣産性向上に貢献するオープン
データとなることを期待する。

※ 国⼟数値情報に関する取組やトピックは、
地理空間情報課の公式Xアカウント

（https://twitter.com/GIS_MLIT）で
定期的に発信している。

国土数値情報に関する最新の取組
～建築基準法関連情報のGISデータ化～

国土交通省 政策統括官付 地理空間情報課

6 5 1

法 令
コーナー
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 既存建築物には、建築基準法上違反ではないものの、既存不適格等
の理由で建築基準法の現⾏規定が求める性能を満たしていないものや、
適法ではあるものの、⽴地・⽤途等に応じて、より性能向上が望まれ
るものが存在する。本市では、定期報告（建築基準法第12条に規定）
に関して、電⼦申請化により提出を誘導するとともに、報告結果に基
づいた査察指導等を⾏う中で、防⽕避難⾯を含めた既存建築物の性能
向上を促進してきた。
 また、2023年度に国⼟交通省が創設した「⽕災安全改修に関するモ
デル事業」は、改修⼯事費等に国費を100％充当するインパクトのあ
るもので、ビルオーナーに対して情報発信するツールとして好材料で
あった。本稿では、同事業創設を契機に深化させてきた、本市におけ
る「⽕災安全改修」促進の取組状況を報告する。
● 「京都市建築物火災安全改修モデル事業」の実施

 ⽕災安全改修は、全国的に⾒ても前例が少ない状況である。これは、
⽕災安全改修の必要性が、耐震改修ほどには浸透していないことに加
え、いざ、ビルオーナー等が改修に着⼿しようとしても、新築と⽐較
して技術的に難しいこと、テナント調整等の事業プロセスが難航する
場合があること等、様々な阻害要因を有するためであると思われる。
そこで、「これらの阻害要因解消の道筋を、事業⾯・技術⾯での知⾒と
して顕在化させ、ビルオーナー等に情報提供することで、⽕災安全改
修を普及させる」という考えのもと、知⾒の収集・発信のため、国に
おいては「⽕災安全改修に関するモデル事業」が創設され、本市も同
制度を活⽤したモデル事業を創設した。
 本市モデル事業は、国交省の制度創設に合わせて、2023年度に開始
した。その運⽤開始にあたっては、国の検討会でも検証対象とされて
いた、消防法に規定する「特定⼀階段等防⽕対象物」（⼤阪市北区⽕
災発⽣当時、本市では1,100件あった。以後、「特⼀」と記載。）のオー
ナー等に対して、制度活⽤意向等に係るアンケートを⾏ったうえ、制
度活⽤の可能性があると思われる場合に、個別に制度案内を⾏った。
加えて、設計・施⼯・不動産団体等と本市で構成する会議体（京都市
建築物安⼼安全実施計画推進会議。以後、「安安会議」と記載。）にお
いて、本事業を活⽤した⽕災安全改修の普及啓発⽅法について協議の
うえ、安安会議参画団体等を通じた情報発信を⾏った。これらの取組
の結果、オーナー等から本市に相談があり、2023年度、事務所と店舗
が⼊る中京区内のビル 1 件の助成について、申請・採択に⾄ったもの
である。
 実際に採択された事業では、⼯事費⽤全額に補助⾦を活⽤して、階
段の竪⽳部分の防煙区画化（煙感知器連動⽅式への取替）及び退避区
画形成（建具の不燃化等）等が実施され、2024年 3 ⽉に完了した。テ
ナント営業に配慮した施⼯⽅法の検討等、本事業で得られたモデル的

な取組及び成果・知⾒については、国⼟交通省に報告を⾏い、同省
ホームページ「既存建築物の⽕災安全改修」で公開されている。
●火災安全改修の普及啓発の取組

 本市内で約1,100件あった特⼀は、全国では約33,000件にのぼるとさ
れている（⼤阪市北区⽕災発⽣当時の件数）。改修により、ビルが単
体で安全になることは重要ではあるが、数件の改修では、市街地の課題
解消に⼤きくは寄与しない。⽕災安全改修の必要性が、より多くのビル
オーナー等に浸透するとともに、ビルオーナー等の改修意向に対応で
きるよう、改修の考え⽅・⽅法が広く普及していることが肝要である。
 そこで、改修の必要性の啓発のため、⽇本建築学会近畿⽀部防災計
画部会協賛のもと、ビルオーナー向けのセミナーを2024年 9 ⽉に開催
した（共催：安安会議）。オーナー向けと銘打ちながらも、設計・施
⼯・不動産・⾏政等建物に関わる⽅にも呼びかけ、約100名の参加を
得た。同セミナーでは、建築物の⽕災安全の研究者等を講師に迎え、
事例紹介を通じ、⽕災拡⼤のメカニズムを踏まえた⽕災の危険性、竪
⽳区画と⼆⽅向避難の必要性、⽕災安全改修を考える際の⼼構えを解
説したほか、前年度の助成事業に関わった設計者からも経過・知⾒等
の説明を⾏った。
 このほか、ビルオーナーや建築設計者等の会合に本市職員が参加し、
ミニセミナーや改修事例の説明も⾏っている。
 また、セミナーにおける情報提供と併せて、ビルオーナーの⽕災安
全改修計画の具体化を後押しするため、「⽕災安全改修相談窓⼝」を開
設した。改修計画早期の段階から、本市職員が国のガイドラインや助
成制度等の情報を提供するほか、改修計画の熟度・ニーズに応じて、
本市と連携している防⽕技術の専⾨家がアドバイスを⾏っている。現
在、この専⾨家は、⽇本建築学会の防災関連の部会で活動中の株式会
社関⻄建築防災研究所とNPO法⼈⽇本防⽕技術者協会から参画を得て
いる。2024年は、専⾨家が参画する相談会を 2 回開催しており、そこ
でのアドバイスは、他のビルオーナーも参考にできる知⾒として、本
市ホームページで公開している。
 改修助成を⾏う改修モデル事業は、今年度もオーナー向けセミナー
及び専⾨家相談窓⼝を経た申請が 1 件あった。改修事例を増やす中で、
知⾒等の蓄積に努め、それらの情報をまた、ビルオーナー等に提供す
ることで、機運の醸成・改修意向の⾼まりにつなげ、相談会・改修助
成で⽀援に結びつけていきたいと考えている。

京都市の火災安全改修促進の取組
京都市 都市計画局 建築指導部 建築安全推進課長　中島吾郎
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なかじま・ごろう
1994年⼊庁。都市計画局都市づくり推進課、
財団法⼈京都市景観・まちづくりセンター派遣、
⽂化市⺠局⽂化財保護課⽂化遺産活⽤係⻑、
都市計画局⾵致保全課⻑等を経て現職。
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■はじめに
 落雷は、雲内や雲と地表の間で発⽣する電気的な放電現象である。雲
内では、上昇気流によって氷晶や⽔滴が摩擦を起こし、電荷が分離して
正電荷と負電荷が蓄積される。この電位差が⼀定の限界を超えると空
気の絶縁が破壊され雷放電が発⽣する。従来の雷対策では、この雷電流
を避雷針に引き寄せて安全に地中に流すことで被害を防いでいる。しか
し、この時に発⽣する雷サージが電⼦機器や重要なデータを破壊する危
険性があり、別途、直撃雷に対応したSPD（サージ防護デバイス）が必
要となる。⼀⽅、新型の避雷針を導⼊することで、直撃雷対策⽤のSPD
が省け、周囲への落雷による誘導雷の対策⽤SPDだけで⼗分となる。こ
れにより、雷対策全体のコストを削減することが可能となる。

■落雷現象を発生させない新型避雷針（dinnteco）
●落雷を発生させない新型避雷針の原理

 新型避雷針はコンデンサのような形状をしてお
り、本体下部にはプラス電荷が、上部にはマイナス
電荷が溜まる。電荷が⼀定以上溜まると、本体内部
で放電が始まる（図 1）。放電した電流は
微弱な漏れ電流となり、安全に地中に流れ
る。このように避雷針内部で放電を繰り返
すことにより電界強度が上がらず、落雷の
ような⼤きな放電がなくなる。これが落雷
を発⽣させない原理である。また、建築基
準法に定める雷保護のJIS規格については、
JIS Z 9290が、国際規格であるIEC 62305と
整合化された規格である。新型避雷針は、このIEC 62305の第三者認証を
取得しており、JIS規格に関わる構造物においても使⽤実績がある。

図 2　漏れ電流シミュレーション（COMSOL Multiphysics）

●シミュレーションと実証実験による結果と考察

 シミュレーション：結果は最⾼漏れ電流計算値：1256μA (μA＝
百万分の⼀アンペア) 、漏れ電流が流れきる時間：2ns (ns＝⼗億分の

⼀秒)であった（図 2）。
 実証実験：冬季雷多発地帯であ
る⽩⼭市後⾼⼭の⼭頂にて、本避
雷針をシミュレーションの設定内
容と同様に設置した。計測するタ
イミングﾞは200ms（ms＝千分の⼀
秒）で1256μAに近い電流を計測す
ることができた。これにより、雷
雲が近づくと新型避雷針は途切れ
ることなく内部放電を繰り返し、
漏れ電流が安全に地中に流れてい
ると仮定できる（図 3）。
●新型避雷針設置前後の比較

 あるスポーツ公園に新型避雷針を
設置し、その周辺の雷活動と落雷位
置を計測した。雷活動が活発なとこ
ろに落雷が発⽣しているが、新型
避雷針が設置されているスポーツ
公園内には落雷が発⽣していない

（図 4）。設置前後で⽐較してみる
と、設置前は 6 回落雷しているが

（図5左）、設置後は落雷が発⽣して
いない（図 5右）。これにより新型
避雷針には保護範囲圏内に落雷を発⽣させない効果があると⾔える。

図 5　新型避雷針取付前後比較
（Google Earth Pro /METEORAGE REMOTE COUNTER GLD）

●今後の展開

 落雷の要因として、雲底や−10℃の⾼度、雷電流値、電界強度など
様々な事が考えられる。その関係を数値化し、追及していきたい。
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よねだ・みのる
1982年⽇本⼤学⼯学部⼯業化学科卒業後、建築関係のシステ
ム開発に携わり当時遅れていた建築の3Dシステム化を提案
し、1995年ニュービジネス協議会主催のビジネスプランコン
テストにおいて優秀賞を受賞する。現在はシミュレーション
と実証実験データを活⽤し落雷に関する研究を⾏っている。

落雷現象を発生させない新型避雷針（dinnteco）
株式会社セイクン　米田　稔

 dinnteco-100Plus

図1　新型避雷針の内部放電
（COMSOL Multiphysics)

図 3　落雷発生時漏れ電流
（METEORAGE REMOTE 

COUNTER GLD）

図 4　 新型避雷針取付後 雷活動・
落雷位置（気象庁雷ナウキャ
スト／フランクリンジャパン）

 dinnteco japan公式サイト



⽇  時：2024年12⽉ 7 ⽇（⼟） 13：30〜16：00
場  所：⻄翁院・澱看席（重⽂）（京都府京都市左京区⿊⾕町121）
参 加 者： 23名（個⼈会員 8 名、団体会員 4 名、⼀般11名）
参 加 費：会員 4,000円、⼀般5,000円
講  師：桐浴邦夫（京都建築専⾨学校 副校⻑）
     ご協⼒・宮川祐宏（⻄翁院 和尚）
協⼒委員： 豊⽥充広（髙松建設）担当

中尾勝悦（中尾綜合建築設計事務所）、⼤森雅⼈（清⽔建設）、
阪⼝浩平（きんでん）、松森織江（東畑建築事務所）

 2024年12⽉ 7 ⽇（⼟）、第37回となる「茶室」⾒学会が開催されま
した。今回は、くろ⾕の⾦戒光明寺の塔頭寺院である⻄翁院の澱看席
を京都建築専⾨学校の副校⻑でもあられます桐浴邦夫先⽣を講師にお
迎えし、⻄翁院の宮川和尚ご協⼒のもと⾒学させて頂きました。
 茶室⾒学会も中村昌⽣先⽣による第 1 回から数え、31年⽬となり、
多くの茶室ファンの皆様⽅に⽀えられ、続けることができています。
実は私もファンの⼀⼈として、第 1 回から参加させて頂いています。
澱看席も 3 回⽬の⾒学会となりましたが、初冬の時期の実施は初めて
で、当⽇は快晴、秋の訪れが遅れたこともあり、紅葉も⾮常に美しい
中で、委員も含め30名が、京都の晩秋を感じる⾒学会となりました。
 澱看席は、客座⼆畳と点前座⼀畳からなる三畳の席で、千宗旦の弟
⼦である藤村庸軒によって1600年代に作られた茶席です。客座と点
前座とを⽕灯⼝のある仕切り壁で区切った「宗貞囲」と呼ばれる構え
が特徴の⼀つで、⽕灯⼝の太⿎襖を閉じると客座からは、亭主の道具
運びが⾒えないという⾯⽩さがあります。

 当⽇は、まず本堂の書院で、宮川和尚から寺院や地名の由来などに
ついてのお話を聞いた後、桐浴先⽣から茶室の概要の説明をして頂
き、その後数名ごとに分かれて、露地を通って躙⼝から茶室に⼊り、
茶道⼝から⽔屋を通って書院に戻るという、この⾒学会だからこその
ルートに加え、茶室の中で桐浴先⽣から詳しいお話もして頂き、茶室
ファンとしては⾄れり尽くせりの⾒学会になりました。

 紅葉が素晴らしいお庭を⾒ながら中⾨から露地に⼊ると、⼟地の⾼
低差を活かして崖を数段降りた場所に腰掛け待合があり、傍にあった
雪隠に気づいた参加者もいたようでした。崖下の低い位置にあること
からこの腰掛からは、茶室を伺うことはできませんが、露地を進み、
崖を昇るごとに視界が開けていき、躙⼝前の差し掛けが⾒えてくると
いう趣向に、茶⼈たちの⼯夫を感じとった次第です。

 その差し掛けの下、蹲踞のある内露地で、先⽣から茶室の床を本堂
の床髙に合わせる⻲腹（かめばら）という盛⼟や躙⼝の挟み鴨居の話
を聞き、順に躙⼝から茶室に⼊りました。躙⼝の正⾯には、⼊隅を塗
り回した室床、化粧屋根裏の天井が全⾯にかかることで三畳の狭さも
感じられず、連⼦窓からの柔らかい光が茶室独特の緊張感を醸し出し
ていました。仕切りがあることで、客座、点前座からの景⾊も異な
り、ずっと座っていたいと感じたのは私だけではないと思います。茶
室全体に意外に窓が多かったことや澱看の云われとなった、淀の⽅⾓
が⾒えるとされる下地窓が意外に⼩さいことの発⾒もありました。
 茶室⾒学以外の時間が少し⻑いこともありましたが、宮川和尚のお
話を聞いたり、参加者同⼠の交流の場となったり、書院の縁側から庭
や京都市内を⾒渡したりと、仕事や⽣活に追われることのない⼩春⽇
和の有意義な時間を過ごすことができました。
 これからも茶室⾒学を通して、⽇本建築が持つ「歴史」や「市中の
⼭居」を感じて頂ければと思います。ただ、以前と⽐べてこの茶室⾒
学会の申込者が少なくなってきていますので、特に若い⽅の参加をお
待ちしています。 （⽂責：豊⽥充広）

左から、磯（事務局）、松森委員、中尾事業委員長、豊田委員、宮川和尚、桐浴先生、大森委員長、阪口委員

第37回『茶室』⾒学会 情報⾒学⼩委員会主催
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U-35委員会企画
talk baton 27　活動報告

talk baton とは…

若⼿プラットフォームづくりの活動の⼀環と
して、建築を取り巻く他分野のゲストがトー
クのバトンを繋げていくコミュニケーション
トークイベントです。
建築をフィールドとする私たちと毎回のゲス
トとの対話を通じて、建築が本来持っている
多様性やバイタリティを⾒つめ直し、これか
らの建築に求められる領域を探っていきます。

U-35委員会SNSページ

活動内容やメンバーの雑感などざっくばらん
に情報をアップしています。
ぜひ⼀度お⽴ち寄りください。

U-35委員会 HP U-35 Instagram

talk baton 27
「建築とマッチング」
ゲスト
大阪商工会議所
総務企画部 企画広報室
野間康平 氏
国際部
牧遼明 氏
総務企画部 企画広報室
永長千晴 氏
流通・サービス産業部
久保瑞季 氏
地域振興部
池田崇史 氏
産業部 産業・技術振興担当
門智哉 氏
流通・サービス産業部
米田直樹 氏
国際部
中田浩史 氏

約30,000の会員で構
成される地域総合団
体。多様な活動を通
じて会員企業の成長
と地域の発展に貢献
している。

永長千晴 氏

門智哉 氏

野間康平 氏 牧遼明 氏

久保瑞季 氏

池田崇史 氏

米田直樹 氏 中田浩史 氏

今回は、⼤阪の地域総合経済団体「⼤阪商⼯
会議所」の皆様をゲストに迎え、「建築とマッ
チング」をテーマにトークバトンを⾏った。
⼤阪商⼯会議所様にも参加者の年齢を35歳以
下に合わせていただいた。若⼿同⼠というこ
ともあり、ざっくばらんな会となった。
■開催趣旨

建築に係る業界の若⼿が集まり、知⾒を活か
しながら社会と繋がり発信するU-35委員会
と、 1 ⼈ 1 ⼈の職員が個別に担当事業を持
ち、それぞれに外部とコミュニティを築きな
がら事業を進める⼤阪商⼯会議所様の若⼿が
交流し、それぞれの持つコミュニティや専⾨
性に関する情報交換、今後の展開、仕事に⽣
かせるネットワークづくりの機会となること
を⼤きな⽬的とした。トークバトンはU-35
委員会で若⼿プラットフォーム作りの活動の
⼀環として⾏っているコミュニケーションイ
ベントだが、⼤阪商⼯会議所様の中でも有志
で集まったメンバーで『⼤商アナログネット
ワーキング』という交流会を定期的に開催し
ている。⼤阪で活躍するユニークなゲストを
迎えて活動内容の紹介や座談会を⾏うことで、
⾃らの相互理解を深め、その後の連携に繋げ

ることを⽬的として企画しているものである。
両者、『繋がる/繋げる』活動していることか
ら、『マッチング』をテーマにトークすること
となった。

 ※ 以下、発⾔者名をU-35委員会はU-35、⼤阪
商⼯会議所様は⼤商と略すこととする。
■大阪商工会議所のマッチング

U-35「U-35ではアクションとトークバトン
を循環して⾏うことで、業種・組織を超えた
同世代同⼠のマッチングや、社会とのマッチ
ングを⾏っている。U-35の活動は⾃分たち
がマッチングしていくことが多いが、⼤商様
の仕事の中にはどのようなマッチングがある
か。」
大商「誰かと誰かをマッチングさせることが
主な仕事内容である。例えば、⼤商は⾏政と
も⺠間企業とも繋がりがあるため、その間で
出会いを⽣み出すためのセミナーや名刺交換
会を様々な場所で定期的に開催している。た
だ名刺を交換するだけではなく、⾃分たちが
作っている製品なども持ってきてもらうこと
で、マッチングできるポイントを⼀緒に⾒つ
け出すことを意図している。また、スタート
アップの企業や実証実験をしたい企業が活動
できるよう、場所を提供したり⽀援してくれ
る⼈とのマッチングを設定することもある。」
U-35「 1 ⼈ 1 ⼈の活動内容も多岐にわたって
いて規模も様々で、どんな課題であっても⼀
緒に考えてくれる存在なんだと感じた。」
大商「⼤商に聞いたらなんか答えが出てきそ
うや！と思ってもらえる組織、集合体であり
たいと思っている。」
■『翻訳』するということ

大商「⼤商の役割の多くは、マッチングする
両者の『翻訳』をすることだ。建物の設計者
も、お客さんが考えていることを『翻訳』す
る役割をしていると思う。どうやって意図を
くみ取って建物の形にしているのか。」
U-35「まさに『翻訳』することは建物の設計
者にとって最も重要なことの 1 つだ。施主の
中でも経営者や運営者、利⽤者など様々な⽴
場の⼈がいて、設計者はそれぞれの思いを受
け⽌めて空間を作り、建物の形にしていく。
翻訳には 2 種類の段階がある。まずは部署や
役職など、それぞれの⽴場の⼈の意⾒を聞き、会場の様子
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どのような空間が欲しいということかを翻訳
する。そして全員が快適に使える⽅向を探り、
まとめる。この翻訳をするため、例えばワー
クショップを⾏い意⾒をマッチングさせてい
く。次に、その空間を形にするためには具体
的にどのような設えがあればよいかを翻訳す
る。空間を仕切りたい！といっても、カーテ
ンで仕切るかパーティションで仕切るかなど、
⼿段は様々。この翻訳をするために、写真を
使って事例を紹介したり、建物⾒学に⼀緒に
⾏ったりする。」
大商「体験を共有すること、本当に⼤切だと
思う。実物を⾒ることにより新しい発⾒があ
り、それを皆で共有することでマッチングが
⽣まれて⾏くと思う。」
■マッチング後のストーリー

U-35「マッチングによっては相性が悪くうま
くいかないこともあると思うが、マッチング
後のケアについて、何かしているか。」
大商「マッチングさせるだけではなく、その
後のストーリーもイメージしている。特に海
外と⽇本のマッチングについては気をつける
必要があると思っている。例えば、東南アジ
アに⼯場を作りたい⽇本企業がいるとする。
現地で関係者に会うというマッチングをセッ
ティングするだけではその先には進展しない。
頻繁に東南アジアの関係者と連絡を取り合い、
信頼関係を築き、現地の政府にも確認を取る。
かなりお⾦と時間がかかるが、マッチングが
形になるまでおっかけ続けることが⼤事だと
思っている。」
U-35「海外がマッチング相⼿だと分からない
ことも多く、⾔語以外にも様々な壁がありそ
うだと想像する。」
大商「海外が相⼿だとマッチング後の進展が
遅く、その理由には政府の許認可などの⼿続
き的な⾯も多い。また突然連絡が取れなくな
ることもある。間に⼊って⼿続きをしたり、
場合によっては現地に直接⾏って政府の担当
者と協議したり、スムーズに進むように動く
ことが⼤商の役割である。マッチングが実現
するためには会議室の中で成り⽴たせるので
なく、現場に積極的に⾏くようにすることが
⼤切だと痛感している。正直、⼤商は何かの
専⾨家ではないため、マッチングを設定して
きっかけを⽣み出してもその後は専⾨家でな

いと難しいのではないかと感じることもある。
しかし、ほとんどのことはやってみないと分
からないのでまず⾏動してみることが⼤切。」
U-35「設計者にとってマッチング後とは建物
竣⼯後のことを⾔う。⼤商さんの話と同じで
やってみないと分からない部分もあるので、
竣⼯後はどのように使われているのかを知る
ことが⼤事だと思っているが、現状できてい
ないことも多い。想定していた使い⽅と変
わったこと、実際に使ってみた率直な感想を
集まってヒアリングする会を定期的に開催で
きる仕組みがあればいいと思う。」
■大阪・関西万博での大商の役割

大商「2025年に⼤阪・関⻄万博が開催される
が、⼤商も様々な⽅⾯で関わっている。関わ
り⽅には⼤きく分けて下記の 3 つが挙げられ
る。【①万博をより多くの⼈に知ってもらう⽅
法を考える】【②万博に出展するための企画を
考える】【③万博開催後のことを考える】①〜
③の具体的な活動内容を紹介する。

【①万博をより多くの⼈に知ってもらう⽅法を
考える】より多くの企業に参加してもらうた
めに説明会を⾏ったり、万博⾃体を知っても
らうためにPR活動を⾏っている。直接的には
万博に関係していないかもしれないが、⼤阪
に愛着を持ってもらえるような仕掛けづくり
も企画している。その 1 つが定期的に開催し
ているWEBクイズ「なにわなんでも⼤阪チャ
レンジ」。⼤阪が育んだ⽂化・⾵⼟のすばら
しさを再発⾒してもらうきっかけになればと
思っている。

【②万博に出展するための企画を考える】万博
を機会に中⼩企業が世界にアピールできるよ
う、出展内容を検討した。⼤阪は繊維業が盛
んということもあり、繊維関係、ファッショ
ン関係の中⼩企業にメインで参加していただ
き、世界に技術を発信できる⽅法を⼀緒に模
索した。⼀般的に展⽰というと、展⽰したい
⼈を募集してブースを貸し出し、各々展⽰し
てもらうというイメージだと思うが、それ
では新しいものを⽣み出すことは難しい。ま
た、ファッションは⽣地、ボタン、靴、アク
セサリー、デザインといった様々な企業が集
まることで成り⽴っている。そこで、『共創』
をテーマとして、空間全体を全員でコーディ
ネートすることをコンセプトとした。⼤商や

コーディネーターが合いそうな組み合わせを
考えてマッチングしていく⽅法ではなく、枠
組みを作らずに⾃由なマッチングを⽣み出す
仕組みを整えることで、想像以上の展⽰にな
ると考えた。展⽰物はもちろん、展⽰空間も
全員でつくりあげることで、すばらしいマッ
チングが実現していると思う。

【③万博開催後のことを考える】万博が終わっ
てからも⼤阪の活⼒を維持し続けることが地
域総合団体である⼤商にとって⾮常に重要な
ことだと考えている。取り組みの⼀つとして、

『まちごと万博』を企画している。⼤阪の街中
で⾯⽩い活動をやりたい！やろう！と思って
いる⼈はたくさんいる。『万博にむけて地域か
らプロジェクトが⽣まれる場』をテーマに、
万博を機に⾯⽩い活動を⼤阪で始めるお⼿伝
いを⼤商が⾏い、万博後も『まちごと万博』
として⼤阪内外に発信し続ける計画を考えて
いる。ポイントは、⼤阪での活動全体を『ま
とめPR』することである。まとめPRを⾒て、
この⼈とマッチングしたい！というマッチン
グの連鎖の仕組みができればと思っている。」

EXPO酒場の様子
出典:https://machigotoexpo.jp/project/expobar/

大阪・関西万博に興味がある人、参加したい人々が集まり語らう。
万博関係者と一般人が分け隔てなく意見を交わす交流の場として
これまで全国で70回以上開催され、のべ5000人程の人が参加。
万博に向けて大阪のあたらしいお土産をつくるプロジェクト「大
阪ええYOKAN」や、電車の新しい楽しみ方を提案する「EXPO 
TRAIN 阪急号」も「EXPO酒場」がきっかけで生まれた。

 talk baton 27 を終えて
U-35委員会と⼤阪商⼯会議所様の共通点
の1つに「マッチング」があると再認識で
きた。マッチングを⽣み出すための⼯夫
やマッチング後のことを聞くことで、こ
れからの課題も⾒えたと思う。

対  談  ⽇：2024.04.26
場    所： ⽇建設計⼤阪オフィス

（⼤阪市中央区）
モデレーター： ⼤⻄琴⼦（⽇建設計）
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特別展　蜷川実花展 with EiM：
彼岸の光、此岸の影

①
5組

自身が主人公となる夢幻の絵巻体験

Ⓒmika ninagawa, Courtesy of Tomio Koyama Gallery

 蜷川実花および各分野のスペシャリストによるクリエイティブ
チームEiM（エイム）として挑む本展は、蜷川が作品づくりを⼿
掛ける展覧会としては関⻄で過去最⼤の⼤規模個展となる。
 本展のために制作した映像インスタレーションや、⽴体展⽰な
どで構成され、京都国際観光⼤使も務めた蜷川が京都の街からイ
ンスピレーションを受け、EiMとともに⼿掛ける10話におよぶ “絵
巻体験” の展覧会である。
 パンデミックや世界における紛争など、混沌とした昨今の情
勢。ウェルビーイングの重要性は世界的にも広まっており、⼈々
はいま、⾒失いがちな⾃分と向き合う時間が⼤切になっている。
 本展では、鑑賞者⾃⾝が物語のある展⽰の主⼈公となり、作品
に滲み出たアーティストの内⾯を通し、⾃分の内⾯も覗くこと
で、⾃⾝の存在や周囲の世界と向き合う体験へと誘う。

期　　　間　3月30日（日）まで
　　　　　　10：00～18：00
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　月曜日、2/25（火）
　　　　　　※2/24（月・振休）は開館
観　覧　料　一般2,300円、大学・専門学校生1,600円、
　　　　　　高校生1,100円、小中学生800円
　　　　　　＊障がい者手帳等提示：本人及び介護者 1名無料
　　　　　　＊未就学児無料：保護者の同伴が必要
　　　　　　＊20名以上の団体料金あり（各200円引き）

会　　　場　京都市京セラ美術館
　　　　　　新館 東山キューブ
　　　　　　京都市左京区岡崎円勝寺町124
　　　　　　TEL.050-5541-8600（ハローダイヤル）

大好きをつなげる生き方
～遊びの中の土～

②
5組

大好きをつなげる生き方～遊びの中の紙～同時開催
 パティシエ・ショコラティエ⼩⼭進
⽒がチョコレートで作った恐⻯を展⽰
する「⼤好きをつなげる⽣き⽅〜遊び
の中の⼟〜」。
 island galleryで開催する企画展1で
は、⽒がこの展覧会のために新たに制
作した10体のチョコレートでできた
恐⻯が登場する。フランスで最も権威
あるチョコレート格付け団体に「世界
のトップ・オブ・トップショコラティ

エ100」に選出された⽒は、そのクリエイションの原点にあるの
は、“⼦どものころ夢中になったもの・こと” だと⾔う。

 ⾃らが発案するユニーク
なパッケージの秘密に迫る

「⼤好きをつなげる⽣き⽅
〜遊びの中の紙〜」。
 creative walkで開催の企
画展 2 では、パッケージのデザインを通して⼩⼭⽒の遊び⼼やク
リエイティビティを感じられるような新展⽰を開催する。

 世界のチョコレートやカカオに関する歴史や⽂
化、ファッションやアートとのつながりなどを
フェリシモが収集・編集し、「しあわせ」という切
り⼝で、チョコレートの多様性・可能性を発信す
る新しいミュージアム。2021年10⽉22⽇、本社オ
フィス「Stage Felissimo」内に開館した。

期　　　間　4月6日（日）まで
　　　　　　11：00～18：00
　　　　　　※入館は閉館の60分前まで
休　館　日　期間中なし
観　覧　料　一般1,000円、学生（中学・高校・大学生）800円、
　　　　　　小学生300円、小学生未満無料
　　　　　　＊学生：入館時学生証の提示が必要
　　　　　　＊各種手帳（※）持参の方と付添いの方（ 1名まで）
　　　　　　※ 身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉

手帳　一般700円、学生500円、小学生200円

会　　　場　フェリシモ
　　　　　　チョコレートミュージアム
　　　　　　神戸市中央区新港町7-1 Stage Felissimo 2F
　　　　　　TEL.0120-055-820

i n f o r m a t i o n

ⒸNaotoIshimaru

ⒸNaotoIshimaru
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リニューアルオープン記念特別展 What's New! 
大阪市立美術館　名品珍品大公開!!

③
2組

3月 1日（土）リニューアルオープン！
 約 2 年半に及ぶ⼤規模改修⼯事を
経て、 3 ⽉ 1 ⽇にいよいよリニュー
アルオープンする。
 建築は国の登録有形⽂化財（建造
物）に登録されているため、外観は
⼤きくは変わらないが、それでも本
館と地下展覧会室の⼊⼝を⼀体化し
たバリアフリーのエントランスや、
慶沢園を臨めるテラスを設けた。内
装では、収蔵エリアの拡⼤や空調設
備を⼀新したほか、エレベーター
やエスカレーターの増設、ワーク
ショップスペースの設置など、現代
の美術館にふさわしいものとなった。
 また無料ゾーンを設けるなど、ひ
らかれた美術館へと⽣まれ変わって
いる。

 リニューアル後最初の展覧会は、全館を使⽤して、重要⽂化財
6 件を含む絵画や書蹟、拓本、彫刻、漆⼯、⾦⼯、陶磁、考古な
ど分野ごとに選りすぐりの作品約200件を⼀堂に展観する。
 ⼤阪市⽴美術館を代表する名
品たちに加え、これまであまり
紹介する機会のなかった作品も
織り交ぜ、⼤阪市⽴美術館の

「変わらぬ魅⼒と新たな魅⼒」
をお伝えする。作品たちとの再
会と新たな出会いをお楽しみい
ただきたい。

期　　　間　3月1日（土）～3月30日（日）
　　　　　　9：30～17：00
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　月曜日
観　覧　料　一般1,800円、高大生1,200円、中学生以下無料
　　　　　　＊ 障がい者手帳等をお持ちの方（介護者 1名を含む）

は無料【要証明】
　　　　　　＊ 本展は、大阪市内在住の65歳以上の方も一般料金

が必要です。

会　　　場　大阪市立美術館
　　　　　　大阪市天王寺区茶臼山町1-82 
　　　　　　（天王寺公園内）
　　　　　　TEL.06-4301-7285（大阪市総合コールセンター）

リニューアルオープン記念展
おかえり、ヨコハマ

④
5組

真正面から「横浜」を取り上げる
 横浜美術館は、 3 年に
わたる⼤規模改修⼯事を終
え、2024年 3 ⽉「第 8 回
横浜トリエンナーレ」でリ
ニューアルオープンした。
 会期終了後は、⼯事のあ
いだ外部倉庫に保管してい
た約14,000点のコレクショ
ンを館内に戻す作業のため
再び休館、2024年11⽉に
⼀部施設を開室し、いよい
よ今年 2 ⽉、すべての活動
を再開する。
 この全館オープンのトッ
プを飾るのが、真正⾯から

「横浜」を取り上げる「お
かえり、ヨコハマ」。横浜美術館館⻑・蔵屋美⾹が、就任後初め
て、⾃ら企画し、「横浜美術館リニューアルオープン記念展」と
して、新しくなった美術館の船出を彩る展覧会である。

 開港以前にこの地に住んだ⼈びと。170か国籍を数える市⺠。
この展覧会は、こうした多様なヨコハマの姿に光を当てる。コレ
クションを活⽤し、またアーティストへの新作依頼も⾏なう。
 タイトルには、約 3 年の⼯事休館を経て「横浜美術館が帰って
きた」という意味と、「⽣きた時代や⽣まれた地域を問わず、横
浜に関わるすべての⼈を『おかえり』といって迎え⼊れたい」と
いう願いを込めている。

期　　　間　2月8日（土）～6月2日（月）
　　　　　　10：00～18：00
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　木曜日、3/21（金）
　　　　　　※3/20（木・祝）は開館
観　覧　料　一般1,800円、大学生1,500円、高校生・中学生900円
　　　　　　＊小学生以下無料
　　　　　　＊学生料金で入場の際には学生証の提示が必要
　　　　　　＊障がい者手帳提示の方と付き添い 1名無料
　　　　　　＊ 20名以上の団体料金あり（各100円引き）

（要事前予約、美術館券売所でのみ販売）

会　　　場　横浜美術館
　　　　　　横浜市西区みなとみらい3-4-1

　　　　　　TEL.045-221-0300

i n f o r m a t i o n

《石造菩薩立像頭部》
［中国河南省・

龍門石窟賓陽中洞将来］
中国・北魏・6世紀
大阪市立美術館蔵
（江口治郎氏寄贈）

正面外観　撮影：佐々木香輔

ルネ・マグリット《王様の美術館》1966年
油彩､カンヴァス 130.0×89.0cm

横浜美術館蔵



43

マシン・ラブ：ビデオゲーム、
AIと現代アート

⑤
5組

新しい「マシン」時代のアート
 本展では、ゲームエンジン、AI、仮想現実（VR）、さらには⼈
間の創造性を超え得る⽣成AI などのテクノロジーを採⽤した現
代アートを紹介する。そこではデジタル空間上のさまざまなデー
タが素材となった全く新しい美学やイメージメイキング（図像や
画像を作ること）の⼿法、アバターやキャラクターなどジェン
ダーや⼈種という現実社会のアイデンティティからの解放、超現
実的な⾵景の可視化、といった特性が⾒られる。ただ、これら新
しい⽅法を採⽤しながら、アーティストの表現の根幹では普遍的
な死⽣観や⽣命、倫理の問題、現代世界が抱える環境問題、歴史
解釈、多様性といった課題が掘り下げられている。
 「マシン」とアーティストが協働する作品や没⼊型の空間体験
は、「ラブ（愛情）」、共感、⾼揚感、恐れ、不安など私たちの感情を
おおいに揺さぶるだろう。現実と仮想空間が重なりあう本展は、⼈
類とテクノロジーの関係を考えるプラットフォームとして、不確実
な未来をより良く⽣きる⽅法をともに想像する機会となるだろう。

藤倉麻子＋大村高広《記録の庭》2022年-

 出展アーティストの⼀⼈、藤倉⿇⼦⽒は、仮構の都市の中で、
巨⼤な⼯業品が⽣き物のように動き出す、不思議な映像を3DCG
で制作している。今年のベネチア・ビエンナーレ国際建築展の⽇
本館展⽰に出品作家として参加する予定。

期　　　間　2月13日（木）～6月8日（日）
　　　　　　10：00～22：00（火曜日のみ17：00まで）
　　　　　　4/29（火・祝）、5/6（火・振休）は22：00まで
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　会期中無休
観　覧　料　一般2,000円、学生（高校・大学生）1,400円、
　　　　　　シニア（65歳以上）1,700円、中学生以下無料
　　　　　　＊土・日・休日：一般2,200円、学生1,500円、
　　　　　　　シニア1,900円、中学生以下無料

会　　　場　森美術館
　　　　　　東京都港区六本木6-10-1
　　　　　　六本木ヒルズ森タワー53F
　　　　　　TEL.050-5541-8600（ハローダイヤル）

ブルックリン博物館所蔵
特別展 古代エジプト

⑥
3組

掘り起こせ、三千年の謎
 ブルックリン博物館が誇る
古代エジプトコレクションか
ら、選りすぐりの名品群が東
京・六本⽊に集結する。
 彫刻、棺、宝飾品、陶器、
パピルス、そして⼈間やネコ
のミイラなど約150点の遺物
を通じて、私たちの想像を超
える⾼度な⽂化を創出した
⼈々の営みをひも解く。
 謎に満ちた三千年をともに
旅する案内⼈は、いま注⽬を
集める気鋭のエジプト考古学
者、河江肖剰（かわえ ゆき
のり）。
 ⼈々はどんな暮らしを営
み、何を⾷べ、何を畏（お
そ）れていたのか。彼らはど

んな⾔語を話し、何を書き残したのか。ピラミッドはなぜ、どの
ようにして作られたのか。ミイラに託されたメッセージは。そし
て死後の世界とは。
 これまでのエジプト展で⾒過ごされてきた「知っているようで
知らない事実」から最新技術を使ったピラミッドの研究成果ま
で、映像や⾳声も交えて紹介する。

期　　　間　4月6日（日）まで　※会期中無休
　　　　　　 10：00～18：00（金・土・祝前日は20：00まで）
　　　　　　※ 入館は閉館の30分前まで
観　覧　料　平　日：一般／大学・専門学生2,500円､
　　　　　　　　　　高校・中学生1,800円､ 小学生1,200円
　　　　　　土日祝：一般／大学・専門学生2,600円、
　　　　　　　　　　高校・中学生1,900円､ 小学生1,300円
　　　　　　＊土・日・祝日は日時指定制。
　　　　　　＊ 障がい者手帳を所持の場合でも、鑑賞にはチケット

購入が必要。ただし介助者 1名は無料。各種手帳
の提示が必要。

　　　　　　＊ 高校生以下は学生証など年齢がわかるものの提示
が必要。

　　　　　　＊未就学児は無料。

会　　　場　森アーツセンターギャラリー
　　　　　　東京都港区六本木6-10-1
　　　　　　六本木ヒルズ森タワー52F
　　　　　　TEL.050-5541-8600（ハローダイヤル）

①〜⑥各展の招待券を記載の組数分
ご⽤意しています。（ 1 組＝ 2 枚）

招待券の抽選応募フォームは協会ホームページの会員専⽤ページ内にあります。会員IDやパス
ワードがご不明な場合は、⽇本建築協会総務課（soumu@aaj.or.jp）まで。応募期限は毎⽉20⽇、
厳正に抽選（*）、招待券は当会より郵送でお届けいたします。当選発表は招待券の発送をもって
かえさせていただきます。（*）応募できるのは個⼈会員に限定、抽選に際しては初回申込者優先。

  

《神官ホル（ホルス）のカルトナージュ
とミイラ》（部分）前760～前558年頃

ブルックリン博物館蔵
Photo: Brooklyn Museum
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月 間 の 動 き  2024年12月

編集企画委員会
第 9回編集企画委員会
12月10日（火） 18：00～19：20
協会会議室＆WEB
出席者　三宗委員長ほか13名
議　事（ 1） 1月号　計画分科会・状況報告
　　　（ 2） 2月号　ひと・まち・建築小委員会
　　　（ 3） 3月号　東海支部特集
　　　（ 4） 4月号　制作に向けて
　　　（ 5）その他
第 4回計画分科会
12月 5 日（木） 18：00～19：00
協会会議室
出席者　飯田幹事ほか 2名
議　事（ 1） 1 月号進捗確認、今後の流れにつ

いて
　　　（ 2）その他
第 2回建築デザイン分科会
12月 3 日（火） 18：30～19：50
協会会議室＆WEB
出席者　米山幹事ほか 8名
議　事（ 1）幹事交代・副幹事選出
　　　（ 2） 4月号担当頁について
　　　（ 3） 6月号以降関西万博特設頁について
　　　（ 4） 8月号担当分科会特集について
第 6回構造分科会
12月 2 日（月） 18：00～18：50
WEB
出席者　古島幹事ほか 9名
議　事（ 1）構造の頁
　　　（ 2） 4月号特集の件
　　　（ 3）その他
第 8回環境分科会
12月17日（火） 18：00～19：25
WEB
出席者　橋本幹事ほか 7名
議　事（ 1）「設備の頁」の企画
　　　（ 2） 4月号担当頁について
　　　（ 3）他分科会コラボ企画について
　　　（ 4） 5 月号特集について
　　　（ 5） 6 月号以降関西万博特設頁について
第 8回施工材料分科会
12月18日（水） 16：00～17：25
協会会議室＆WEB
出席者　門野幹事ほか 3名
議　事（ 1） 編集企画委員会の報告と2025年 4月

号企画について
　　　（ 2）分科会の今後の運営について
　　　（ 3）編集企画委員会出席について
第 9回法令分科会
12月16日（月） 16：00～17：10
協会会議室＆WEB
出席者　𠮷田幹事ほか 3名
議　事（ 1）2025年 4 月号の特集
　　　（ 2）2025年 9 月号の特集テーマ
　　　（ 3）法令コーナー
　　　（ 4）次回日程
　　　（ 5）2024年の活動を終えて
第 9回ひと・まち・建築小委員会
12月26日（木） 18：30～21：45
協会会議室＆WEB
出席者　澤田小委員長ほか 7名
議　事（ 1）作品の選定
　　　（ 2）作品の掲載状況、予定
　　　（ 3）gallery掲載報告、予定
　　　（ 4） その他・2025年度 4月号特集の件

など

事業委員会
第 9回CCCフォーラム
12月 9 日（月） 19：00～20：30
WEB
出席者　中尾事業委員長、岡﨑小委員長ほか5名
議　事（ 1）青年技術者交流会の開催検討
　　　（ 2）その他

出版委員会
第 8回出版委員会
12月24日（火） 17：00～18：10
協会会議室＆WEB
出席者　西委員長代行ほか 6名
議　事（ 1）既刊書籍経過報告
　　　（ 2）制作進行中の書籍
　　　（ 3）今後の出版テーマ
　　　（ 4）講習会・セミナー等の企画
　　　（ 5）その他

教育委員会
第 2回工高生教育小委員会
12月16日（月） 18：00～18：50
WEB
出席者　橋寺教育委員長、谷口小委員長ほか4名
議　事（ 1） 次年度第71回工高生デザインコン

クール募集規定の件
　　　（ 2）今後の予定について
　　　（ 3）その他
第 4回史料研究会
12月12日（木） 18：00～18：50
協会会議室＆WEB
出席者　橋寺教育委員長ほか 5名
議　事（ 1）イケフェス大阪報告
　　　（ 2） 連載「再読」「先達に聞く」執筆担

当について
　　　（ 3） 新企画「先達に聞く」進捗報告と

今後の予定

未来創生プロジェクト
第 9回2040委員会
12月 9 日（月）19：00～21：00
β本町橋
出席者　駒井リーダーほか 5名
議　事（ 1）企画内容
　　　（ 2）その他
第 8回U-35委員会
12月17日（火） 19：30～22：00
日建設計会議室＆WEB
出席者　河﨑リーダーほか12名
議　事（ 1）活動／予定
　　　（ 2）次回予定／その他

見学会
情報見学小委員会
第37回『茶室』見学会
12月7日（土） 13：30～16：00
西翁院・澱看席（重文）
講　師　 桐浴 邦夫

（京都建築専門学校　副校長）
委　員　豊田委員ほか 4名
参加者　23名

印　　刷　2 0 2 5 年 1 月 28 日
発　　行　2 0 2 5 年 2 月 1 日
発 行 人　一般社団法人日本建築協会
　　　　　大阪市中央区大手前1-7-31
　　　　　電　　話　　06-6946-6981
印 刷 所　㈱ 中 島 弘 文 堂 印 刷 所
定　　価　1390円（税込）
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編集企画委員会（2024年12月現在）
副会長（編集担当）
　川合　智明
理事（編集担当）
　木場　将雄
　佐藤　榮一
　中原　岳夫
　西　　博康
　橋寺　知子
　本田　孝子
　松島　茂樹
◎三宗　知之
　吉村　英祐
副委員長
　桑原　悠樹
　古谷　隆祥
編集委員
■特集小委員会
〈計画分科会〉
△飯田　　匡
　田中　直人
　松田奈緒子
　山崎　晋一
　吉村　英祐
〈建築デザイン分科会〉
　桑原　悠樹
　小畑　　香
　小林　敬政
　小林　啓明
　篠木　大輔
　杉江　順哉
　樋口　展寛
　平岡　翔太
　松本　和也
△米山　剛史
〈空間デザイン分科会〉
　東　実千代
　今井　充彦
　河西　孝平
△黒栁　　亮
　佐々木琉偉
　清水　香澄
　須野原拓海
　宗田　菜々
〈構造分科会〉
　神子　河澄
△古島　正博
　榊原　啓太
　正野　和司
　高山　秀俊
　瀧野　敦夫
　多田　全希
　萩原　　学
　水島　靖典
　薮田　智裕
　山下　真輝

〈環境分科会〉
　大橋　　巧
　北野　勝也
　齋藤　悠輔
　生野　大輔
　寺井　千佳
　仲村　憲一
△橋本　直樹
　桝井　貴廣
　持留　崇志
　山口　拓也
〈施工材料分科会〉
　今井　信之
△門野　　陽
　河合　智寛
　笹田　秀幸
　藤丸　啓一
　南野　貴洋
　森田　　健
　𠮷田　正友
〈法令分科会〉
　奥山　陽二
　河野　　学
　菅野　雄浩
△𠮷田　悠起
■ひと・まち・建築小委員会
　伊藤　　翔
　上田　寛彬
　太田　栄治
　加嶋　章博
　片岡　政規
　貴志　泰正
　佐伯　先史
▲澤田　純一
△髙木　秀晃
　鞆野　淳司
　豊田　充広
　西田　佳代
　平野　尉仁
　増田　敬彦

（順不同）

◎委員長
▲小委員会委員長
△幹事・小委員会
　副委員長


